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　現在、様々なコンポジットレジンシ
ステムが流通し、またMIの観点から
も、通常の補綴の術式に代わりダイレ
クトボンディングが世界でも注目され
つつある。
　従来のコンポジットレジンシステムは
多種多様な色相や彩度で構成されてお
り、光照射後に彩度や輝度の変化が起

　従来のダイレクトボンディングは、
多種多様な色相や彩度で構成されて
いたがこの「エッセンシア」はベースと
して3種のデンチンと2種のエナメル
を基本に使う単純な方法である。
　歯のベースカラー（色相、明度、彩

はじめに

7つのシェードと2層のレイヤリング

スマートでシンプル
コンポジットレジンシステム

「エッセンシア」の臨床応用とその特長

こるコンポジットレジンシステムもあり、
積層充塡においてその色調の選択がと
ても煩雑化しているのも現状である。
　GCの海外拠点のひとつであるGC
ヨーロッパのRestorative Advisory 
Board（保存修復分野のアドバイザー
チーム）と共同で開発した「エッセンシ
ア」は、極めて少ないシェードで簡単

度）は主にデンチンで決まり、続いて
エナメルによって明度が調整される。
　また修復物の明度はトランスルーセ
ントの不透明度によって影響を受ける
ため、この「エッセンシア」のトランス
ルーセントの明度は比較的低く設定さ

れている。
　色調のマッチングには色相や彩度の
一致よりも、明度の一致の方が非常に
重要である事が広く知られているのも
事実である。

に、しかも効率良く審美修復ができる
単純化されたコンポジットレジンシス
テムである。
　たった7つのシェードと4つのモディ
ファイヤーのみで構成される「エッセ
ンシア」はレイヤリングコンポジットレ
ジンにおけるパラダイムシフトとなる
であろう。
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「エッセンシア」のシェード全種類。メインシェード7色（上列）とモディファイヤー4色（下列）。図A
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6つの基本的築盛パターン

　「エッセンシア」では3色のデンチン
のみを使用するように設計されてお
り、自然な加齢のプロセスに調和する
ように彩度と透明度を変えている。
　そしてまたエナメル質も同じように
変化し、若年者のエナメル質はより白
くより不透明、高齢者はより透明で彩
度が高くなっているのが特徴である。

　「エッセンシア」では明度の高い（明
るい）シェードと、明度が低く（暗い）
わずかに彩度を持つ2色のエナメルシ
ェードを使用する。
　変色した窩洞には高フィラー含有率
のオペークフロアブル ML（マスキング
ライナー）がシステムに含まれている。

前歯部
患者さんのエイジ
ングに合わせたレ
イヤリング

臼歯部
自然な２層レイヤ
リング、あるいは
単層築盛

エッセンシアは、エナメル質と象牙質の光学特性をエナメルシェードとデンチンシェードに持たせることで、シンプルな2層レイヤ
リングで天然歯に近い色調を再現できる。

7シェードの2層レイヤリングで審
美修復。

デンチンとエナメルの基本的なシェードの組み合わせ。図B

図D

図C

自然な加齢のプロセスに調和するように色相と透明度が調整された3つのデンチンのみを使用するように設計

LD
LE

ブリーチシェード・小児
エナメル質が白く不透明であり、象牙質もまた
白い傾向にある。このような症例ではライトデン
チンとライトエナメルを組み合わせる。

ライトデンチン

ライトエナメル MD
LE

若年者
不透明で白いエナメルとより色の濃いデンチ
ンの組み合わせが自然な印象を与える。この
症例ではミディアムデンチンとライトエナメル
を組み合わせる。

ミディアムデンチン

ライトエナメル

MD
DE

成人
エナメル質は透明性と色味が増す一方、象牙
質の色はあまり変わらない。この症例ではミデ
ィアムデンチンとダークエナメルの組み合わ
せが最適。

ミディアムデンチン

ダークエナメル

DD
DE

高齢者
エナメルの部分には透光性と彩度が必要であ
り、また象牙質は、より色が濃く透明性が増す。
この症例ではダークデンチンとダークエナメル
の組み合わせが最適。

ダークデンチン

ダークエナメル

※各写真のシェードガイドは、カスタムシェードガイドにより製作したものです。

2層レイヤリング
一般的に臼歯の象牙質は、暗く見え、エナメル
質は、比較的白く見える傾向がある。この症例
ではダークデンチンにライトエナメルを積層
する。

DD
LE

ダークデンチン

ライトエナメル
U

単層築盛
多くの臼歯の症例ではユニバーサルシェード
だけでも、審美的な修復が可能。この症例では
ユニバーサルの単層築盛である。

ユニバーサル

ライトデンチン（LD） ミディアムデンチン（MD） ダークデンチン（DD） ダークデンチン（DD）

小児／漂白

ライトエナメル（LE） ライトエナメル（LE）

ダークエナメル（DE） ユニバーサル（U）

青年

成人 高齢者

前歯 臼歯
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エッセンシア モディファイヤー シェード構成

ユニバーサルシェード（U）

　強いオパール色のインサイザルハ
ローがある若年者の前歯には、自然な
オパール効果を得るために最適化さ
れたモディファイヤーシェード OM（オ
パーレッセンスモディファイヤー）が用
意されている。

　ユニバーサルシェードは、小さな窩
洞や臼歯部の修復などレイヤリングの
必要がない症例において周囲とうまく
調和するように設計されている。

　また裂溝の着色やホワイトスポット
など内因性や外因性のキャラクタライ
ズする場合はWM（ホワイトモディフ
ァイヤー）、BM（ブラックモディファイ
ヤー）、RBM（レッドブラウンモディフ
ァイヤー）を使用する。

症例 1 臼歯部症例　　　　　（30代）

キャラクタライズ用のモディファイ
ヤーを使用することによりワンランク上の
審美修復を実現。

臼歯部の小さな修復のための単層
シェード。圧接しやすいペースト性状を採用。

図E

図F

初診時の状態。ハイブリッドインレ
ーの破折にて来院された。

次にエッセンシアLE（ライトエナメ
ル）を使用してエナメル質の築盛を行う。

窩洞形成後、エナメル質のエッチ
ングを行い、G-プレミオ ボンドでボンディ
ングを行う。

咬頭を盛り上げた後にエッセンシ
アWM（ホワイトモディファイヤー）にて咬
頭頂部に白帯を入れていく。

グレースフィル フローにて隣接面
の隔壁を作製する。窩底部にはエッセンシ
アDD（ダークデンチン）を使用して象牙質
部を盛り上げる。

RBM（レッドブラウンモディファイ
ヤー）とBM（ブラックモディファイヤー）を
小窩裂溝に塡入し、GCダイアポリッシャー
ペーストにて最終研磨を行った。

1-1

1-4

1-2

1-5

1-3

1-6

DD LE
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症例 2 前歯部症例　　　　　（50代）

初診時の状態。口腔内の清掃状態が悪く、歯根の外部吸収がある状態で来院された。2-1

プロビジョナルレストレーションにフィクスチャーアナログ
を接続し、歯肉縁下部の印象採得を行う。
2-3

完成したカスタムインプレッションコーピングを口腔内に
装着した状態。
2-5

GCインプラント セティオPlusを埋入後、CTGで軟組織の
増大を行う。
2-2

フュージョンⅡ ウォッシュタイプにて印象採得を行った状
態。次いでインプレッションコーピングをフィクスチャーアナログに
固定し、グレースフィル ゼロフローをコーピング周囲に流し込む。

2-4

オープントレーを用いて、最終印象を行う。2-6

1 1 の幅を揃えたため、2 の近心にわずかに空隙が生じ
たため、診断用ワックスアップを行いダイレクトボンディングにて延
長する術式を行った。エッチング後、G-プレミオ ボンドにてボンデ
ィング操作を行う。

2-7

DD DE
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DE（ダークエナメル）を唇側まで充塡し、形態修正と研磨を行った。

1 インプラント装着、2 にエッセンシアでダイレクトボン
ディングを行った完成の状態。年齢を考慮して濃いめの色調のDE
の選択を行った。

2-9

2-10
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　科学的観点から重要なことは、デン
チンシェードとエナメルシェードが異
なる組成を持つことである。エッセン
シアのデンチンシェードは天然の象牙
質を模倣し、高い散乱効果を持つよう

に設計されている。
　一方でエナメルシェードにはより高
い透過性を与え、また高い研磨性を
持たせて光沢が維持されるように設計
されている。

　このシンプルな術式の「エッセンシ
ア」はコンポジットレジンの術式を単
純化し、口腔内に自然に溶け込み調
和する修復物として、将来的に第一選
択になっていくであろう。

まとめ

フュージョンⅡ パテタイプをインデックスとして、エッセンシアのDE（ダークエナメル）でバックウォールを作製し、隣接面の形態を
付与した。
2-8
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